


●10：20～10：45　開会式

●10：45～12：00　基調講演

「自動車用ディスプレイの動向」　 ㈱デンソー　ボデー機器事業部　副事業部長　　浅井敏保氏
　近年、カーエレクトロニクスは急速な拡大を遂げており、今や車の中核技術となっている。今後車が利便、安全、安心を追求す
ることでより使いやすく安全な製品に進化してゆく上でカーエレクトロニクスの進歩は更に重要度を増してゆく。一方で、車と人
を繋ぐ技術に目を向けると表示を中心とした視覚系のエレクトロニクス製品は今後益々拡大、進化が期待される。’80年代後半か
ら装着が始まったインストルメントパネル内の表示はカーナビゲーションの登場で一気に情報量を拡大し、メータなどの他の機器
にも大きな影響を与え始めている。車両LANでつながれたエレクトロニクス機器からは多くの情報が運転者や同乗者へ伝えられ、
ディスプレイの役割は更に増す上に将来は車外からのインフラ情報も加わり、運転支援の重要な機器へと変化すると考えられる。
本講演では最近の車載ディスプレイの現状に加え将来動向についても言及したい。

●12：00～13：00　昼食・交流

●13：00～14：00　講演1

「液晶　－その広がりと技術－」　シャープ㈱　ディスプレイ技術開発本部　副本部長　　石井　裕氏　
　液晶はさまざまな課題を解決しながら、ノートパソコン、液晶モニター、カーナビ、携帯電話、そして液晶テレビなど幅広い応
用商品を創出してきた。デジタル映像時代を向かえ、液晶ディスプレイの現状と今後の取り組みについてご紹介する。

●14：10～15：10　講演2

「有機EL　－その広がりと技術－」　ソニー㈱　ディスプレイデバイス開発本部　本部長　　占部哲夫氏
　有機ELは照明などへの応用も期待されているが、次世代ディスプレイとしても大きなポテンシャルを持っている。この技術の
概要を紹介すると同時に、ディスプレイとしての今後の発展と、そのために必要となる課題などを解説しながら有機ELという技
術の広がりについて考える。

●15：30～16：30　講演3

「LED　－その広がりと技術－」　豊田合成㈱　オプトE事業部　第1技術部　技術推進室　室長　　山中　脩氏
　赤色LEDが開発され約40年後に20世紀にはできないと言われていた青色LEDが開発され、また白色LEDも開発されたことで
LEDの利用範囲が格段に広がってきた。この10年のLED利用について事例を挙げて説明する。

●10：00～11：00　講演4

「照明とディスプレイ　－非常識の常識化－」　㈱北島製作所　代表取締役　　北島繁優氏
　消費者の感性に訴えるさまざまな電子応用機器の開発、製造、販売の経験を基に、LEDや太陽電池を使用した屋内、屋外仕様
の平面発光照明など、照明とディスプレイの新たな形への夢とそれを支える技術の現状及び課題について述べる。

●11：10～12：10　講演5

「プロジェクターの現状と今後の進化」
セイコーエプソン㈱　映像機器事業部　VI事業推進部　部長　　森山佳行氏
　1）プロジェクターの概要
　2）活用事例と課題　̶ 環境商品としての取組み ̶
　3）将来に向けた進化

●12：10～13：10　昼食・交流

●13：10～14：10　講演6

「欧州の環境規制と中国版RoHS　－現状と将来－」
㈳産業環境管理協会　環境管理部門　化学物質管理情報センター　チーフエンジニア　　松浦徹也氏
　EUではRoHS指令、REACH規則が相次いで発効した。日米中韓でEUに呼応するようにRoHS規制法が施行され、EU以外の
REACH法の動向が取りざたされている。化学物質規制の概要の解説と動向を探る。

●14：20～15：20　講演7

「東芝における鉛フリー技術の現状」
㈱東芝　生産技術センター　実装技術研究センター　センター長　　森　郁夫氏
　東芝の鉛フリー化における開発技術と現状を、はんだ材料、実装プロセス、信頼性の観点から紹介する。


